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ルニアをお ζ し，視蓋部 lζ達する， largecystic 
tumorであった．
手術は， 3固にわたって行い，まず右小脳半球部の

































合し，希釈した家兎抗 Ap抗体lζ加え， 4°C lζて48
時間 incubate し，さらに家兎トG lζ対する山羊血
清を加えて4。Ctζ1夜おきその遠心沈液の放射活性を
測定した．
現在までのとζろ，グリオー7およびその他の脳疾
患患者の髄液19例，血液23例について RIAによる
Apの定量をおこなったが，血清中の Ap量IC比べて
有意に低くその診断的価値を判断するためには RIA
法の改良を必要とする．しかし，髄液中の Ap量はグ
リオーマ患者や再発頭蓋咽頭腫でグリオージスの著明
であった症例では 100～700mg/mlの高値をしめすも
のが多かったのに対して，非腫場性の髄膜炎や頭蓋内
動脈癒の患者では，正常範囲内にあって，高値をしめ
した症例はなかった．
以上，私たちは髄液または血清中の ApをRIAに
よって微量定量するととによってクAリオーマの血清学
的診断が可能か否かを検討中であるが， RIAのシステ
ムについてもなお改良の余地を残している．
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昭和40年4月以降昭和47年12月までの約7年間に26
例の medulloblastomaを経験した． そのうち手術に
よる死亡例をのぞき，又術后 followupの不可能であ
った例をのぞき計21例が今回の研究の対象である．又
そのうち 3例が易lj出標本の大きさが5mmX5mm以下と
小さ く残り18例が病理学的検索の対象となった．
1) 入院時年令：入院時年令は2才から25才にわた
り，昭和16年以降の症例も合わせて考えれば10才以下
の小児lζ圧倒的に多い．
2) 性別の差は昭和40年以降lζ於ては男：女＝17:
9と圧倒的に男に多い．
3〕 症状初発より入院までの期間は最大28カ月平均
5.6カ月， median 3カ月である．
4〕 この入院前期間と年令との聞には著明な相関は
認められない．
5) 4才以降lζ於て術後生存期間と年令との間ICは
著明な相関が認められ年令の長ずるIC従い術后生存期
間も長く なった．
6) 腫蕩細胞聞にはほ Y赤血球と同じ大きさを有す
る小円形細胞が認められ，細胞質はほとんど認められ
ず，血管よりわずか離れたと ζろに主として認められ，
存在するときにはクツレープをなす傾向が認められた．
ζの小円形細胞と術後生存期間との聞には著明な相関
が認められた．との小円形細胞と腫蕩細胞の小型のも
のとの聞の区別はしかしながら形態学的にはかなりの
困難を伴い今後生化学的にも研究する必要がある．
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